
食べ物が眼前にある時、および、２つの忌まわしいものを我慢している状態において、礼拝はない。

アーイシャ（彼女にアッラーのご満悦あれ）は、預言者（彼にアッラーからの平安と祝福あれ）からの言葉として、こう語った：「食べ物が眼前にある時、および、
２つの忌まわしいものを我慢している状態において、礼拝はない。」

[真正] [ムスリムの伝承]

このハディースは、アッラーが、礼拝者の心の集中をお望みになっていることを強調している。そして心の集中は、気を逸らす物事から断絶しないことには実現しない。気が
逸らされている状態においては、落ち着きも恐れの念もなくなってしまう。礼拝者の気を引く食事がもたらされた時、そして２つの忌まわしいこと（小便と大便）を我慢し、
それを抑えることに意識が行ってしまっている時、アッラーが礼拝を禁じたのは、この理由のためである。
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